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一般質問 二次元バーコードを読み取り、令和８年２月定例会を選択すると一
般質問が視聴できます。

※部長名は、紙面の都合上「 部長 」
で統一して表記しています。

問　役員の成り手不足について。
部長　市から自治会に依頼する業務等の削減を
進めており、自治会からの人を選出するのが一
番大変で負担であるという声を踏まえ、選出を
依頼している各種委員の一部の委員については
公募への切り替えや、選出依頼人数の削減、活
動内容の軽減等の見直しを行っている。
問　区から選出される各委員や役員の報酬の見
直し等は考えているのか。
部長　現時点では予定していないが、社会的情
勢変化を反映させることは必要であると考えて
おり適正な報酬額について改めて検討していく。
問　自治会の存続のために目的税の導入を提案
するが富士宮市としての考えについて。
部長　特定の行政目的の費用に充てるために独
自に要件を定めて課税するもので、導入には誰
に、何に対してどれだけ課税するか等の合理的
な根拠や、受益と負担の関係性を明確にするこ
とが困難であるため、本税の趣旨に整合するも
のではないと考えている。
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これからの自治会について
問　自治会の加入率について。
部長　自治会加入率は住民基本
台帳上の世帯数を分母とし、各自
治会から報告いただいた加入世
帯数を分子として算出している。
問　２世帯住宅の取り扱いについて。
部長　２世帯住宅の捉え方は自治会によって違
う。２世帯を１つとして数えると分母が２、分
子が１となり、世帯を別々として数えると分母
が２、分子も２となる。
問　転入者の加入率や年代別加入率について。
部長　自治会加入世帯の情報は自治会からの報
告に基づいており、加入した世帯が転入者であ
るか、どの年代の人なのか等の報告はいただい
ていないため、市では把握していない。
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「食のウェルビーイング」の実現と　
� 「しおサポ」事業の推進について

問　減塩サポート店の募集をどのように進めて
いくのか、業者の方へしっかり届くようなもの
は何か考えているか。
部長　ホームページ上、新聞の投げ込みだけで
なく、例えば、生産者と飲食店が集まるマッチ
ング交流会、食品衛生責任者衛生管理講習会へ
出向いてプレゼンをして働きかけるなど啓発に
力を入れていく。
問　どのようなことをすれば行動につながると
思うか。
部長　おいしさを落とさず、それに代わる何か
付加価値を付け
るというところ
を行政側として
ＰＲしていくこ
とが大事だと思
う。
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子育てをひとりにしないまちへ
� ～地域共助の新しいかたち～

問　横浜市泉区
では子育て応援
マ ー ク が あ る。
市内でこのマー
クをつけた方が
増えれば、安心
の目印がまちの
いたるところで生まれる。このような取組を導
入する考えはないか。
部長　ファミリーサポートセンターが、その仕
組みとして確立できている。今のところ必要な
いと思う。ただ、そのつながりを持たせること
を円滑に行う一つの道具としては有効と考える
ので、その効果を調査・研究していきたい。
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「子育て応援マーク」の提案 

減塩に役立つカリウム豊富な食材 
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